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1．古墳時代および古代集落研究の目的と方法

古墳時代～古代は国家形成期とも呼ばれ、社会のしくみが大きく変動した時期であると考えられている

（都出 2011・福永 2014・菱田 2007 など）。本稿では、地方の集落遺跡における物質文化に焦点をあて、文

化変化の過程を復元することを試みたい。

（1）研究史と課題の所在
先行研究

若狭徹は、上毛野地域・榛名山東南麓クルマ地域を対象に、地域経営の全体像に迫った（若狭 2002）。

首長による地域政策が経済成長や支配機構の充実を促したと論じ、中央の地方政策だけでなく、地域にお

ける自立的・能動的な動きの重要性を指摘した。

西日本では、松木武彦が吉備地域を対象に、弥生～古墳時代の人口動態をあきらかにしようと試みてい

る（松木 2010・2014）。それによれば、吉備地域の住居数は古墳時代を通して増減を繰り返しており、背

景に大きな社会変動があったことを示唆している。

菱田哲郎は、播磨地域において集落の通時的分析を行っている（菱田 2013）。7世紀前半に新たな集落

が多数成立していることに注目し、集落動態と古墳の立地とを関連させることで、屯倉の設置に伴う大規

模開発だと結論づけた。

課題の所在

個々の集落動向を通時的に把握し、地域ごとの集落の展開をあきらかにすることである。上に挙げたよ

うな事例研究を全国的に蓄積し、相互に比較・検討することが重要だと考える。

（2）研究の目的と方法
本研究の目的

古墳時代～古代の特定地域における集落動向を、通時的にあきらかにすることである。

研究の方法

本稿では、矢作川流域における 4～ 9世紀の集落遺跡を対象とし、竪穴建物における特徴的な要素（と

りわけカマド・炉・貯蔵穴）の変遷を通時的に分析する。西三河地域は、集落が矢作川流域周辺に集中し

（第 1図参照）、地域全体の動態が比較的把握しやすい。
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第 1図　矢作川周辺の遺跡分布図（筆者作成）　　S=1:185,000
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2．火処と貯蔵穴の分析

（1）カマドと貯蔵穴の位置関係
日本列島におけるカマドの導入について

列島でのカマド導入は、弥生時代後期、原の辻遺跡（長崎県壱岐市）に遡る（合田、2013）。古墳時代

前期前半は北部九州や近畿地方で散見され、中期前半に北部九州や近畿地方で普及・定形化、中期後半に

は関東や東北地域まで広がる（合田 2013・高久 2016）。

貯蔵穴について

貯蔵穴は床面に掘られた土坑で、木枠や木蓋の出土事例から水などを貯めた木枠や曲物の据付掘方だと

考えられている（坂井ほか 2010）。古代には、須恵器をもちいた 据付穴へ変化する（多々谷 2007・高橋

泰子 2015）が、本稿ではまとめて「貯蔵穴」として扱う。

カマドと貯蔵穴の位置関係について

ここではカマドと貯蔵穴の位置関係に注目して分析を行う。竪穴建物内におけるカマド・貯蔵穴それぞ

れの方位と、カマドに対する貯蔵穴の位置関係を示した（第 2～ 4図参照）。

総括

西三河では、カマドは 5世紀中葉～後葉頃に導入され、カマドが列島全体へ拡散する時期と重なる。6

世紀に入ると集落の数が減少し、カマドの普及もあまり進まない。ところが 7世紀には集落数や竪穴建物

数が増え、カマドをもつ竪穴建物の割合が大幅に増加する。

カマドの方位は、5－8 世紀を通じて圧倒的に北側（北西・北・北東）が多い。一方、貯蔵穴はカマド

の右側が多く、その傾向はとくに 7世紀に成立した集落で顕著である。

一方、北側にカマドを設置しながら、貯蔵穴を南側（南東・南・南西）、すなわちカマドの反対側に置

く事例が一定数存在する。こうした事例は、比較的大規模な集落（梅坪遺跡・岩長遺跡・堂外戸遺跡・高

橋遺跡・豊田市神明遺跡・岡崎市小針遺跡など）や、カマドを早くに導入した集落（生平遺跡・高木遺跡・

若宮西遺跡など）でみられる。

貯蔵穴を南側に置く事例は、7－8世紀にかけて次第に減少し、［北側にカマド、その右側に貯蔵穴］と

いう配置が、西三河全体で一般的となる。

8－9世紀頃になると、梅坪遺跡などいくつかの遺跡でみられるように、［東にカマド、その右側に貯蔵穴］

という新たな配置が多数を占めるようになる。
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第 4図　竪穴建物内におけるカマドと貯蔵穴の位置関係（筆者作成）

 
第 3図　カマドが検出された竪穴建物内における貯蔵穴の方位（筆者作成）

 
第 2図　竪穴建物内におけるカマドの方位（筆者作成）
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（2）炉と貯蔵穴の位置関係
カマド導入以前の火処と貯蔵穴

カマドが導入される以前、西三河では炉（地床炉）がもちいられた。本節では、第 1節と同様の分析を

カマドが検出されなかった竪穴建物でも行った。火処が検出されない場合も、貯蔵穴が検出されていれば

位置を示した（第 5図参照）。

総括

炉の位置は中央が多い。中央以外の場合も、壁際には設置されない。また貯蔵穴は、弥生時代以来、東

や南側（南東・南・南西）が多い。すべての事例にはあてはまらないが、カマド導入期頃までの貯蔵穴は、

伝統的に東や南側を指向して設置されていたことがわかる。

3．考察

（1）カマド導入に伴う文化変化のあり方
他地域におけるカマドと貯蔵穴の位置関係

関東では、7世紀に入ると、貯蔵穴はカマドに接するようになり、しかもカマドの右側が圧倒的に多い

という（高橋 2003）。これは西三河の状況とほぼ一致する。

また群馬県域でも、貯蔵穴は多くの場合カマドの右側である（神谷 2005）。カマド方位は、5世紀後半～

8世紀は北壁か東壁の中央だが、9世紀以降は東壁の南寄りあるいは南壁となり、これも西三河の動向と

近似する。

笹森健一は、カマド・貯蔵穴・入口の位置関係を全国的に概観した（笹森 1990・2007）。貯蔵穴の位置

は主に 2つのパターンがあるという。①カマドが（入口からみて）奥に設けられたにもかかわらず、入口

近くに置くことに強くこだわっている貯蔵穴、②カマドが奥に設けられたことに連動して入口にこだわら

ずに奥に移行した貯蔵穴、である。本稿では入口の検討はしなかったが、西三河でも入口が南側だったと

すれば、一致すると言える。

 
第 5図　カマドが検出されない竪穴建物内における貯蔵穴の方位（筆者作成）
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西三河におけるカマド導入のあり方

カマドの位置は竪穴建物内の北側（北西・北・北東）が多く、貯蔵穴の位置はカマドの右側が圧倒的に

多い。このことから、カマドが［北側にカマド、その右側に貯蔵穴］という体系ごと伝播したことが考察

される。すなわちカマドという装置そのものだけでなく、周辺要素（おそらく土器なども）を含む生活様

式が、まとめて導入された可能性が高い。

ところが比較的大規模な集落を中心に、カマドを北側に設置しながら、貯蔵穴をその反対側（＝南側）

に置く事例が一定数みられる。筆者は、これは従来の伝統を引き継いだ結果だと解釈している。カマド導

入以前、貯蔵穴は住居内の南側（南東・南・南西）に置くことが、弥生時代以来、いわば緩やかな「常識」

として定着していたと考えられる。新たな火処の導入にあたり、それを北壁に構築する点は取り入れたと

しても、貯蔵穴まで北側に配置する（＝従来の伝統に反する）ことには抵抗があったのかもしれない。

この現象は、新しい文化要素が伝播する際における、文化変化のひとつのあり方を示していると考える。

地域内における大規模な集落（＝大きな人間集団）ほど、古い文化要素の痕跡を残しやすいと言えるので

はなかろうか。梅坪遺跡や堂外戸遺跡、高橋遺跡、岡崎市小針遺跡では、カマドと貯蔵穴の方位や位置関

係がばらばらであることがわかる（第 1表参照）。新たな生活様式を受け入れるときの姿勢は非常に多様

であり、どのような形で導入するかは、各世帯の判断に委ねられていたと推測できる。

西三河におけるカマド普及のあり方

［南側に貯蔵穴］は、おそらく弥生時代以来の緩やかな「常識」として、西三河で定着していた。それ

はカマド導入以後も一部引き継がれ、［北側にカマド、その反対側（南側）に貯蔵穴］という配置を生み

出すに至った。しかもカマドが西三河で広く普及した 7世紀以降も、この配置は比較的大規模な集落で採

用され続ける。南側に貯蔵穴を置くという「常識」が、いかに強い影響を及ぼしていたかを物語っている。

ところが、7世紀以降に成立する新興集落では、ほとんどの竪穴建物で［北側にカマド、その右側に貯

蔵穴］という配置が採用される。また比較的大規模な集落でも、［北側にカマド、その反対側（南側）に

貯蔵穴］という配置は、時期が下るほど数を減らしている。

ここから窺えるのは、新たな文化要素の普及に伴う変化の過程である。カマド導入によって即座にすべ

てが変わるわけではない。しかし長期的にみると、それは確実に変化の起点になっており、時間を経る中

で少しずつ進行していくのである。

また、その変化の速度は、人間集団の大きさによって異なることも強調したい。比較的小規模な集落ほ

ど変化は急速で、新しい体系が素早く浸透する。一方、比較的大規模な集落では変化の速度は緩やかで、

新旧の要素が入り混じった時期を経て、変化が進行する。

貯蔵穴配置の選択性・指向性

貯蔵穴が調理作業に関わる貯水施設（高橋 2015）だと仮定すれば、カマドの隣に配置するのが最も効

率的だと考えられる。しかしカマドと離れた位置に貯蔵穴を置く事例が多くみられるように、頑なに南に

貯蔵穴を置き続ける人々がいた。先に、南に貯蔵穴を置くのは弥生時代以来のいわば「常識」であったと

推測したが、［北側にカマド、その右側に貯蔵穴］という体系が伝播してきた際、効率性よりも［南側に

貯蔵穴］という従来の慣習を選択・指向したのである。まさにここに、不確定要素（感情や当時の常識な
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ど）を多分に孕んだ、非合理的存在としての人間の姿が見出せるのではないかと筆者は考える。

また、火処や貯蔵穴方位の変化は、生活様式だけでなく思想や世界観の変化とも関連していた可能性が

あり、今後の研究では視野に入れる余地がある。

まとめ

本稿では、4－9 世紀の西三河地域における火処と貯蔵穴の位置関係から、文化変化の過程を考察した。

新たな文化要素の受け入れ姿勢は様々で、前時代の伝統を引き継ぎ、たとえ非効率・非合理的であっても、

その痕跡を選択的に残す世帯が存在した点に言及した。

それでもカマド受容は確実に変化の起点となり、時代が下るごとに徐々に浸透していく過程を窺えた。

ただしその浸透の速度は、人間集団の規模が大きいほど緩やかで、古い文化要素の痕跡を残しやすいこと

も指摘した。

第 1表　岡崎市小針遺跡におけるカマドと貯蔵穴の方位と位置関係（筆者作成）
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（2）今後の課題と展望
主な課題を 3点挙げたい。1つ目は竪穴建物内の他要素も併せて検討すること、2つ目は炉・カマド・

貯蔵穴自体の構造や用途を分析すること、3つ目は他地域（とくに西三河にカマドを伝えた地域）の分析

を行い、西三河地域と比較することである。

本稿では、西三河地域を事例に 4－9 世紀の地方集落における文化変化の過程を分析・考察した。こう

した事例研究を積み重ねることで、古墳時代～古代の地域や社会に対する理解をさらに深めていけると考

えている。

【謝辞】本稿は、2017 年 1 月に名古屋大学大学院文学研究科に提出した修士論文のうち一部を加筆・修正したものである。修士論文の
執筆にあたっては、山本直人先生・梶原義実先生をはじめ、多数の関係者の皆様からこの上ないご指導・ご協力を賜りました。この
場をお借りして心からお礼申し上げます。本当にありがとうございました。
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